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本ニュースは、審査概要として事務局において作成しているものです。詳細な内容については、会議録を御参照ください。 
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【第 221回国会】令和８年７月１日（水）、第 11回の委員会が開かれました。 

 

１ 衆議院議員の選挙制度改革及び定数削減に関する法律案（加藤勝信君外 11名提出、衆法第 28号） 

 ・提出者長谷川淳二君（自民）及び金村龍那君（維新）並びに政府参考人に対し質疑を行いました。 

 （質疑者）鹿嶋祐介君（自民）、浦野靖人君（維新） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

鹿嶋祐介君（自民） 

 

（１） これまで行われた小選挙区定数の削減における都道府県別定数の変更の内容 

（２） 令和４年の区割り改定法によって解消された分割市区町数 

（３） 本法律案において比例代表定数のみを削減する理由 

（４） 民主党政権時代の平成 24年２月 17日に閣議決定された衆議院議員定数削減の方針の内容 

 

浦野靖人君（維新） 

 

（１） ＯＥＣＤ加盟国のうち議員一人当たり人口（二院制の場合は下院議員一人当たり人口）が最も多い

３か国及び最も少ない３か国 

（２） 第八次選挙制度審議会の答申 

   ア 答申で示されている小選挙区制と民意の集約との関係についての考え方 

   イ 答申における中選挙区制についての評価 

（３） 選挙制度の見直しに当たっての重要な課題として定数削減も一体的に検討する必要があるとの考え

に対する法律案提出者の見解 


